
子どもの居場所づくりシンポジウム 
 

日時：令和２年１１月１５日（日）午前１０時００分～ 

会場：ひと・まち交流館 京都 大会議室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇開会挨拶 

 

 

 

〇子どもの居場所づくり「支援の輪」サポート事業について 

・事業説明 

・コロナ禍における実態調査報告 

 

 

○実践報告「ウィズコロナ社会における今を考える 

～こんなときだからこそ、私たちは活動に取り組みました～」 

コーディネーター：村井 琢哉さん（特定非営利活動法人山科醍醐こどものひろば 理事長）  

パネリスト：宇野 明香さん（ハピネス子ども食堂） 

      小林 敬子さん（ハイ・どうぞ子ども食堂） 

竹田 明子さん（公益財団法人京都市ユースサービス協会） 

グラフィック：三宅 正太さん（特定非営利活動法人山科醍醐こどものひろば）  

 

 

〇質疑応答 

 

 

 

〇閉会挨拶 

 

 

 

 



子どもの居場所づくり実施団体へのコロナ禍による取組アンケート調査と結果について　（報告）

Ｑ１　現在の活動状況について　（複数回答あり）

・「通常とおり開催」「通常とは異なった開催」と回答したのは５８団体（63％）。6割の団体が何らかの形で開催を継続・再開している。

Ｑ２　子ども食堂（子どもの居場所づくり）に関する困りごと　（複数回答あり）

・「感染拡大への恐怖」へ回答した団体が一番多い（36.9%）

（４）調査結果

2020年11月15日(日)開催

子どもの居場所づくりシンポジウム 資料

（１）調査対象　子どもの居場所（子ども食堂および学習支援）に取り組む京都市内９6団体

（２）調査期間　令和２年９月～令和２年１０月　（〆切１０月３１日）

（３）調査方法　各区社協および市社協職員がによる調査票を用いた聴き取り（訪問、電話、メール、郵送）

　　　　　　　　　　　　回収数　　９２団体（令和２年１０日３１日現在）　／回収率　９５．８％
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感染拡大への恐怖

人（ボランティア）の不足

再開時期の不明

資金の不足

人を集めることへの批判

会場が使用できない

運営スタッフのストレスケア

支援したいのにできない

食材などの不足

＜自由記述欄の主な声＞

・職場でボランティア活動をしないように言われるスタッ

フが居る。

・地域の事業再開と時期をあわせて再開したい。

・心の貧困が見える(子どもの孤立、人間関係が希

薄)。

・子どもとのコミュニケーションがとれない。

・学生ボランティアは卒業等で入れ替わり、定着でき

ない人がいる。

・会場が狭い。

・会場が高齢者施設のため使用場所が限定される。

・利用施設がコロナの影響で使用できない。

58
32

（回答無２）

開催

休止・延期

（検討中含む）

＜「開催」の具体的な声＞

・お弁当の配布に変えた。

・人数を半分以下に減らした。

・事前申込制に変え、誰が来るか分かるようにした。ネットでの申込み

の仕組みを取り入れて様子をみている。

・席の間にパーテーションを設置した。子どもたちが楽しめるよう絵本の

キャラクターをボランティアに描いてもらった。

・参加者が対面しないようレイアウトを変えた。来てくれるのは嬉しい

がおしゃべりがなく、すこし寂しい気もする。

・屋内だけでなく、キャンプ用テーブルセットで屋外スペースを作った。

・運営スタッフ・ボランティアも減らした。そのため、メニューも時間がかか

らないものに変えた（バリエーションは減った）。



Ｑ３　いま、必要な支援とはどのようなことがあるか　（複数回答あり）

・「情報（子どもとのつながり、他団体）」、「開催手段、アイデア」を求める団体は5割近く（44.5%）

　

Ｑ４　その他、ご意見、要望など（自由記述・抜粋）

①コロナ禍への対応方法について

・１１月からどうすべきか悩んでおり、他の所の話が聞きたい。コロナ禍における新たな位置づけをどうしたらいいか。

・感染予防の対策をどこまですればよいか、再開してよいかの判断がわからず、始める一歩が踏み出しにくい。

・コロナ禍でどのようにすれば今までのつながりを途切れさせないでいられるか悩む。

・大学の団体なので、現状、大学授業がオンラインのため対面での実施は不可能であると考えており、大学もそのような指針である。

・今だからこそ、子どもの居場所、学習支援の必要性を感じる。しかしコロナの環境下においてコミュニケーションが取りにくく、

　今後の活動の方法などに不安を感じている。

②子ども・家庭の見守り、支援等について

・人数を集めるだけではなく、必要な人に必要な支援が届くにはどうすれば良いか。

・民生児童委員協議会、少年補導に声掛けをして地域の中で子どもを見守りサポートする輪をつくりたいと話している。

　PTAなど若い世代を巻き込むことが理想。

・地域のつながりの場になることが目標。いろいろな方が参加することでつながっていけるような場にしたい。

・困窮者子育て世帯、おられるはずだが、開催情報が届いているかどうか不明。我々の実績も少なく、学校（小中高）の関与があったら…。

③運営について（資金、会場、食材、担い手など）

・オンラインでの企画を少しずつ考えてはいるが、開催方法などレイアウトづくりを１からすることになり、まだまだ時間がかかりそう。

・他に高齢者施設内で子ども食堂を開催している団体があれば、どのように開催しているのか知りたい

・学区民生児童委員会長より町内の方をご紹介頂き、町内会館の使用承諾が得られまもなく再開予定。

・家族単位で来る人は家族の方針もあり来なくなる家庭も出てきている。お弁当にすると来る人の層も変わっていると感じている。

　例えばお弁当なら来るけど、みんなで一緒に食べる食堂には来ない。お弁当にしたら今まで来なかった久しぶりの人がくる。

・コロナ対策で必要な消耗品、備品が更に必要となる見通しのため、購入資金の不足が心配

・コロナのため、運営スタッフ・ボランティアを減らして対応しているので、内容を検討せざるを得ない（メニュー他）

④子どもの居場所づくり「支援の輪」サポート事業について

・区社協に期待すること：①ボランティア育成、②ボランティア派遣

・横のつながりを通して、食材等の受け渡し等ができればありがたい。そこから活動にもつながる。

・ネットワークの中で課題が見えてくれば、それに沿って活動を検討したい。

⑤その他

・必要だと思う人が増えると嬉しい。団塊世代の大人が動いていくことが大切。

・「子ども食堂」というネーミングで来にくい人がいるのかも。

・地域でボランティアに頼るのではなく、担い手が増え子どもが安心できる場所が

　小さい子でも歩くことのできる距離に多くできること。

・今できることを細々とやっていく
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情報（子どもとのつながり、他団体）

開催手段、アイデア

資金

地域、行政の理解

困窮者子育て世帯などへの支援

人（ボランティア）

物資・消耗品

学習支援

配布・開催の会場

心のケア、相談できる場所

食材

オンラインのコミュニケーション



応援します！
“子どもの居場所”

〒600-8127　京都市下京区西木屋町通上ノ口上る梅湊町 83-1
ひと・まち交流館 京都

TEL : 075-354-8732　FAX : 075-354-8738　E-mail : commu@kcsw.jp
ホームページ：https://kyoto-kodomo.jp

当事業は、京都市の委託を受け、社会福祉法人京都市社会福祉協議会が運営しています。

［事務局］社会福祉法人 京都市社会福祉協議会（地域支援部）

「支援の輪」サポート事業
子どもの居場所づくり

075-603-1287

伏見区社会福祉協議会
醍醐分室

075-575-2070
075-394-5711

社会福祉協議会

社会福祉協議会

社会福祉協議会

社会福祉協議会 社会福祉協議会

社会福祉協議会

社会福祉協議会

075-441-1900

社会福祉協議会

075-822-1011

075-361-1881

社会福祉協議会 社会福祉協議会

社会福祉協議会

075-432-9535

075-551-4849

075-671-1589

075-723-5666

075-593-1294

北区 上京区 左京区

中京区

山科区 下京区

東山区

西京区 伏見区

南区

問い合わせ先
一覧

子どもの
居場所に関する

子ども食堂 学びの場

075-865-8567

右京区社会福祉協議会
京北事務所

075-852-0527

右京区

京都市印刷物 第 024390 号
京都市子ども家庭支援課
（令和 2年 9月発行）



ホームページを見てね！

・子どもの居場所紹介
・助成金情報

・ボランティア募集情報
など、子どもの居場所に関する情報が満載！

子どもの居場所づくり「支援の輪」サポート事業とは

　子どもの貧困や孤立を背景に、子どもの育ちをサポートする「子ども食堂」
や「学びの場」が増えています。令和 2 年 7 月現在、京都市内では約 90
か所で取り組まれています。
　平成 30 年度に実施した「子ども食堂実施団体へのアンケート調査」結
果からは、「地域の子どもたちをもっと支援したい」という運営者の思いが、
保護者や地域の方々から共感を得るなかで、子どもの居場所が広がってい
ることがわかりました。
　本会は、地域の一人ひとりの思いと共感を大切に、区社会福祉協議会や
関係機関・団体と連携して次の取り組みを進めます。

「子どもの居場所」…
子どもたちにとって、そこに行けば、
自分を待ってくれている人がいて、
誰かとつながっている、
「ここに来てよかった」と感じるところ。 ・新規活動立ち上げ支援

・寄付金・寄贈品のコーディネート
・民間助成金制度の申請支援など

１．子どもの居場所の拡充

・運営団体が安定した活動を継続できるよう必要な支援、相談受付
・必要に応じた運営団体、関係機関とのつながり構築支援
・情報発信と提供
・人材（ボランティア活動）のコーディネート

２．子どもの居場所運営支援

・市民および市内を拠点とする企業・団体に対し、
   リーフレットやシンポジウムを通して取り組みを啓発します

３．子どもの居場所に関する啓発活動

・子どもの居場所運営の中で、困っている子どもや家庭に気づいたとき、
　「気づきの窓口」となるようサポートし、支援機関につなぎます

４．「気づきの窓口」サポート

活動中の方、子どもの居場所に行ってみたい方も、
応援したい方も、いつでも気軽にご相談ください。

kyoto-kodomo.jp

行ってみたい人
も

応援したい人も
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決算報告

協 賛 企 業

メ デ ィ ア 掲 載

Financial Statement Message

Sp o n s o r s

　
こ
の
度
は
手
に
と
っ
て
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

振
り
返
っ
て
み
る
と
年
間
を
通
じ
、本
当
に
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
と
の

繋
が
り
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
活
動
を
支
え
る
、支
援
者
の
方
々
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
、

そ
し
て
、集
ま
っ
て
く
る
参
加
者
の
人
た
ち
。

誰
が
欠
け
て
も
こ
の
地
域
づ
く
り
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

　
2
0
1
9
年
度
は
講
演
依
頼
を
い
た
だ
い
た
り
、新
聞
や
テ
レ
ビ
等

メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
て
も
ら
う
な
ど
、目
の
前
の
誰
か
の
た
め
に
コ

ツ
コ
ツ
と
や
っ
て
き
た
こ
と
を
評
価
し
て
い
た
だ
く
機
会
が
多
か
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。世
間
に
お
け
る
子
ど
も
支
援
へ
の
注
目
が
高
く
な

っ
て
き
て
い
る
中
、子
ど
も
食
堂
ブ
ー
ム
だ
け
で
終
わ
る
こ
と
が
な
い

よ
う
、ま
だ
ま
だ
光
が
届
い
て
い
な
い
子
ど
も
が
い
る
こ
と
を
今
後
も

発
信
し
つ
づ
け
て
い
き
ま
す
。皆
の
意
識
が
変
わ
り「
虐
待
＝
悪
」と
い

う
見
方
だ
け
で
な
く
、そ
の
家
庭
の
背
景
に
そ
っ
と
寄
り
添
え
る
人
た

ち
を
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
年
度
末
に
は
コ
ロ
ナ
に
よ
る
大
混
乱
と
な
り
、2
0
2
0
年
度
は
誰

も
が
未
知
の
社
会
が
始
ま
り
ま
す
。あ
る
意
味
で
は
世
界
中
の
誰
も
が

同
じ
ス
タ
ー
ト
に
た
っ
て
い
る
と
い
う
前
向
き
な
姿
勢
で
2
0
2
0
年

度
も
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、こ
れ
を
ご
覧
の
貴
方
に
も
何
か
一
緒
に
実
現
で
き
る
こ
と
が

あ
る
と
嬉
し
い
で
す
し
、ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。一
度
、ハ
ピ
ネ
ス
に
遊
び
に

き
て
く
だ
さ
い
。心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

理
事
長
か
ら
の
ご
あ
い
さ
つ

宇
野 

明
香

uno
sayaka

岩本印刷株式会社・公益財団法人京都オムロン地域基金・公益財団法人京都新聞福祉財団
一般財団法人中辻創智社・株式会社名高精工所・しんやさい京都・株式会社FUJII

西寺育成苑・社会福祉法人成望館・株式会社タカヨシ・餃子の虜や・NPO法人京都ARU
株式会社中田製材所・公益財団法人ユースサービス協会・公益財団法人太陽生命厚生財団

YTマネージメント株式会社・NPO法人セカンドハーベスト京都・スター食堂株式会社 【順不同】

京都新聞（11.13 朝刊）
NHKニュース630 京いちにち（3.17 放送）

2 0 1 9年度  年次報告書

Ta ke
Fr ee

【重要な会計方針】
　 計算書類の作成は、NPO法人会計基準（2010年7月20日 2011年11月20日一部改正 NPO法人会計基準協議会）によっています。

⑴ 固定資産の減価償却の方法
　 建物の減価消却は、定額法によっています。 工具器具備品の減価償却は、定率法によっています。
⑵ 消費税等の会計処理
　 消費税等の会計処理は、税込方式によっています。

（単位：円）

Ⅰ . 経常収益

【事業別損益の状況】

子ども支援活動
及び教育事業

イベント及び
ワークショップ事業

就労体験・職業訓練
による就労支援事業管理部門 科目

1. 会費
2. 寄付金
3. 助成金等
4. 事業収益等
5. その他収益

経常収益計
Ⅱ . 経常費用
⑴人件費
　給与
　法定福利費
⑵その他経費
　仕入
　食材費
　施設使用料
　消耗品費
　広告宣伝費
　地代家賃
　水道光熱費
　通信費
　交通費
　新聞図書費
　保険代
　支払手数料
　租税公課
　減価償却費
　雑費

　その他経費計
経常費用計
法人税等
当期経常増減額

1,077,000
92,700

1,169,700

337,418
137,460
121,506
35,700
74,400
17,421

292,720

7,390
419,000

13,422

1,456,440
1,456,440

△ 286,740

180,000
41,200

221,200

31,000
87,690

600

90,000

209,290
209,290

11,910

450,000
2,646,421

3,096,421

1,194,625
1,601

941,986

254,250
52,080
669,600
157,114
78,140

65,600
30,820
8,736

120,802
3,500

2,382,628
3,578,854
50,000

△ 532,433

228,000
1,479,447
240,000

32,009
1,979,456

6,086
129,850

51,141
5,600

48,646
3,890

44,600
289,813
289,813

1,689,643



Ac t i v i t i e s

N P O 法 人
h a p p i n e s s

２０１９
年度

活 動 報 告

里親サロン
京都市里親会と児相が連携し、里親制度について

発信する定期的な「里親サロン」の開催を、ハピネ

スカフェにて行い、洛南イオンでのイベント開催に

つながるなど、発展することができました。

O t he r

カ フ ェ
営 業

就 労 支 援 活 動

イ ベ ン ト
出 店

そ の 他 の
活 動

ハ ピ ネ ス 子 ど も 食 堂

高 齢 者 居 場 所 づ く り

カ フ ェ で の 子 ど も 食 堂 活 動

ハピネス子ども食堂
# 0 1

　子ども食堂２２回、学習会２１回を開催し、子ども約１１３０人、大人５１２人に

参加していただきました。

　夏休みには夏祭りを開催し、ハロウィンではハピネスにずっと参加している

中学生達が飾り付けやゲームを考えて準備するなど、運営のお手伝いをして

くれたりと、子ども達の成長を感じることができました。

カフェ営業
# 0 2

　今年度は雇用人数が１名増え、営業日数を４日から５日に増やすことができました。

就労支援活動
# 0 3

　南区社協との連携により、チャレンジ就労の受け入れもはじまり、

２名の参加がありました。（１名は現在も継続中）体験時間や日数も少しずつ増え、

本人の変化も感じられています。

臨 時 講 師（ 光 華 女 子 大 ）

コロナに負けず、みんなで乗り越えられる
支え合い発揮します！

呼ばれればどこへでも行きます。
イベント大好きメンバー結成！

シルバー写真館に続き、
新たなイベント企画します！

受け入れ人数を増やし、
ステップアップの目標を明確にするゾ！

テイクアウトや定期配達など、
新規開拓がんばります☆

きめ細やかなサポートを目指します。

高齢者居場所づくり
# 0 4

　20回開催（クラフトバンド教室・パソコン教室・スマホ教室・エンディングノート作成講座・

シルバー写真館による撮影会）

　今年度目標にしていた高齢者に向けたイベントの企画を吉祥院すこやかクラブの皆様と

活動することができました。定期的な昼食会のお弁当の提供、エンディングノート作成講座、

クラフトバンド教室、IT教室、シルバー写真館の開催など、年間２０回の実施ができました。

また、ハピネスの想いに共感もしていただき、互いに良い関係を構築することができました。

カフェでの子ども食堂活動
# 0 5

　４６回、６８名の参加でした。新型コロナウイルスの影響により、休校措置が発令された際に

は、子ども弁当の提供を行いました。それについてNHKから取材を受けました。

イベント出店
# 0 6

　西寺育成苑祭・吉祥院夏祭・市縁堂2019・きょうと地域力アップ応援フェアに出店。

た
く
さ
ん
の
あ
り
が
と
う
を
、

つ
た
え
た
い
。

次年度
の目標

次年度
の目標

次年度
の目標

次年度
の目標

次年度
の目標

次年度
の目標
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Media

〒601-8451 京都市南区唐橋川久保町1-20
Tel. 050-5218-9179
Mail. happiness.kyoto@gmail.com

決 算 報 告

協賛企業

メディア掲載
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Sponsors

　
こ
の
度
は
手
に
と
っ
て
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

振
り
返
っ
て
み
る
と
年
間
を
通
じ
、本
当
に
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
と
の

繋
が
り
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
活
動
を
支
え
る
、支
援
者
の
方
々
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
、

そ
し
て
、集
ま
っ
て
く
る
参
加
者
の
人
た
ち
。

誰
が
欠
け
て
も
こ
の
地
域
づ
く
り
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

　
2
0
1
9
年
度
は
講
演
依
頼
を
い
た
だ
い
た
り
、新
聞
や
テ
レ
ビ
等

メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
て
も
ら
う
な
ど
、目
の
前
の
誰
か
の
た
め
に
コ

ツ
コ
ツ
と
や
っ
て
き
た
こ
と
を
評
価
し
て
い
た
だ
く
機
会
が
多
か
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。世
間
に
お
け
る
子
ど
も
支
援
へ
の
注
目
が
高
く
な

っ
て
き
て
い
る
中
、子
ど
も
食
堂
ブ
ー
ム
だ
け
で
終
わ
る
こ
と
が
な
い

よ
う
、ま
だ
ま
だ
光
が
届
い
て
い
な
い
子
ど
も
が
い
る
こ
と
を
今
後
も

発
信
し
つ
づ
け
て
い
き
ま
す
。皆
の
意
識
が
変
わ
り「
虐
待
＝
悪
」と
い

う
見
方
だ
け
で
な
く
、そ
の
家
庭
の
背
景
に
そ
っ
と
寄
り
添
え
る
人
た

ち
を
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
年
度
末
に
は
コ
ロ
ナ
に
よ
る
大
混
乱
と
な
り
、2
0
2
0
年
度
は
誰

も
が
未
知
の
社
会
が
始
ま
り
ま
す
。あ
る
意
味
で
は
世
界
中
の
誰
も
が

同
じ
ス
タ
ー
ト
に
た
っ
て
い
る
と
い
う
前
向
き
な
姿
勢
で
2
0
2
0
年

度
も
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、こ
れ
を
ご
覧
の
貴
方
に
も
何
か
一
緒
に
実
現
で
き
る
こ
と
が

あ
る
と
嬉
し
い
で
す
し
、ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。一
度
、ハ
ピ
ネ
ス
に
遊
び
に

き
て
く
だ
さ
い
。心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

理
事
長
か
ら
の
ご
あ
い
さ
つ

宇
野 

明
香

u n o
s aya k a

岩本印刷株式会社・公益財団法人京都オムロン地域基金・公益財団法人京都新聞福祉財団
一般財団法人中辻創智社・株式会社名高精工所・しんやさい京都・株式会社FUJII

西寺育成苑・社会福祉法人成望館・株式会社タカヨシ・餃子の虜や・NPO法人京都ARU
株式会社中田製材所・公益財団法人ユースサービス協会・公益財団法人太陽生命厚生財団

YTマネージメント株式会社・NPO法人セカンドハーベスト京都・スター食堂株式会社 【順不同】

京都新聞（11.13 朝刊）
NHKニュース630 京いちにち（3.17 放送）

2019年度 年次報告書

Take
Free

【重要な会計方針】
　 計算書類の作成は、NPO法人会計基準（2010年7月20日 2011年11月20日一部改正 NPO法人会計基準協議会）によっています。

⑴ 固定資産の減価償却の方法
　 建物の減価消却は、定額法によっています。 工具器具備品の減価償却は、定率法によっています。
⑵ 消費税等の会計処理
　 消費税等の会計処理は、税込方式によっています。

（単位：円）

Ⅰ . 経常収益

【事業別損益の状況】

子ども支援活動
及び教育事業

イベント及び
ワークショップ事業

就労体験・職業訓練
による就労支援事業 管理部門科目

1. 会費
2. 寄付金
3. 助成金等
4. 事業収益等
5. その他収益

経常収益計
Ⅱ . 経常費用
⑴人件費
　給与
　法定福利費
⑵その他経費
　仕入
　食材費
　施設使用料
　消耗品費
　広告宣伝費
　地代家賃
　水道光熱費
　通信費
　交通費
　新聞図書費
　保険代
　支払手数料
　租税公課
　減価償却費
　雑費

　 その他経費計
経常費用計
法人税等
当期経常増減額

1,077,000
92,700

1,169,700

337,418
137,460
121,506
35,700
74,400
17,421

292,720

7,390
419,000

13,422

1,456,440
1,456,440

△ 286,740

180,000
41,200

221,200

31,000
87,690

600

90,000

209,290
209,290

11,910

450,000
2,646,421

3,096,421

1,194,625
1,601

941,986

254,250
52,080
669,600
157,114
78,140

65,600
30,820
8,736

120,802
3,500

2,382,628
3,578,854
50,000

△ 532,433

228,000
1,479,447
240,000

32,009
1,979,456

6,086
129,850

51,141
5,600

48,646
3,890

44,600
289,813
289,813

1,689,643
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ハピネス交流ひろば

in happines cafe

ハピネスカフェ  京都

「ハピネス交流ひろば」とは、様々な年代の人たちが気軽に集まれる居場所作りをメインとした集まりです。

参加費はいずれも「シニアクラブ会員価格」です。

500円
参加費

300円
参加費

年末年始の休み（12月30日～1月11日）

7:30-15:00（月・火・木・金）／ 8:00-15:00（土）

050-5218-9179

happiness.cafe.1

happiness.kyoto@gmail.com

〒601-8451 京都市南区唐橋川久保町1-20

九条御前交差点

九 条 通 　 K u j o - d o r i

京都市南区
社会福祉協議会

京都唐橋
郵便局

御
前
通
　O

n
m

a
e

- d
o

r
i

← 
至 
西大
路通

申込先
＆会場

エンディングノート
作成講座

12/21（月）12/19（土）

1３：00 - 1４：00
【パソコン】 定員5名 【スマホ・タブレット】 定員10名 定員10名 

1５：00 - 1６：001４：00 - 1６：00

パソコン教室
スマホ・タブレット教室

〈資料付き〉

〈1ドリンク＆お土産付き〉

売り切れ
次第終了 300円

参加費

1day パン屋さん 10歳若返る
ハンドエステ講座

12/9（水）12/6（日）

1０：00 - 1２：001１：00 - 1７：00
定員10名 

クラフトバンド教室

500円
参加費12/17（木）

1０：00 - 1２：00
定員10名 



子どもの城「セカンドテーブル」
ハイ・どうぞ子ども食堂
韓国料理 内房こども食堂
あかしや輪い和い雀クラブ

Vol.

中京区に暮らす人、通う人、このまちを好きな人がつくるフリーペーパー

中京「マチビト来たる。」とは？
中京区に暮らす人、通う人、このまちを好きな人が「マチビトライター」となり、
中京区のまちづくりに関わる「マチビト」を中京区役所とともに紹介するフリー
ペーパーです。

●「留守番が多い、あの子に知らせた
い！」そんなあったかい『居場
所』。必要なところにどうか届きま
すように。 （あいかわ あつこ）

●取材に協力してくださったみなさ
ま、ありがとうございました。子ど
もに対するそれぞれの思いが熱
かったです。 （うつのみや ゆきこ）

●子どもも大人も安心できる居場所
「子ども食堂」。子育て中の身とし
ては心強い味方です。 （こいけ みか）

●子ども食堂の取材を通して、地域
の子どもたちを大切に思い、一緒
に時間を過ごして成長を見守りた
いという、地域の方々の気持ちが
静かに、でも深く熱く伝わりまし
た。その皆さんの思いが表現でき
たでしょうか。 （釣 明子）

マチビト来たる。　検 索

「子ども食堂」ってなんだろう？
地域の人たちの手で作る
“大人と子どもが出会える場”
区内にある４ヵ所の子ども食堂を
取材してみました。

やりたいことって、何？ が大切

　「やりたいことをやれる場に、同じ考
えの人が集まる」という形ができると、
活動の輪がどんどん広がると思います。
　例えば、勉強を教えるのが得意な人
だったり、料理が得意な人だったり、
やりたいことは何でもいいんですけど、
同じ目的を持つ人を募る。そこに人が
集まり、楽しければまた仲間に声をか
ける。そこに来る子どもたちも楽しけ
ればまた、友だちを連れてくる。特徴

　今回の取材を通して思ったこと
は、「子ども食堂」といっても様々
なコミュニティの形があるというこ
とです。
　「子どもと専門性のある人が出会え
る機会があってもいいのでは？」「居
場所づくりを支える活動とはどうい
うものなのか？」など疑問が浮かぶ
中、「理想の居場所」について、子育
て相談や子どもの居場所づくりを始
める団体の支援に取り組んでいる村
井琢哉さんにお話を伺いました。

や関心事のバリエーション豊かなコ
ミュニティが増えて、○○が得意なおっ
ちゃん、おばちゃんのまわりにそれを
求めていた子どもが集う。そんな出会
いができる場所が増えていくのが理想
かなぁと思います。

これからのコミュニティづくりとは

　小さな規模から始めて試行錯誤しな
がら、周りを巻き込んでいく。うまく
いかないときは、今までフォーカスし
ていたところからちょっと軌道修正し
て、がんばり方を変えてみるとしたかっ
たことが見えてくることも。
　もちろん「手伝って」というのもいい
んだけれど、「こんなことやってるし、
一緒にやろうよ。一緒に楽しもうよ！」
という形が広がればいいのでは。

もっと進化してもいい

　「大人の考える居場所と子どもが心地
よくいられる居場所、それが一致して
いるのか」というところから活動を始
めてみるのも本来のあり方なのかもし
れません。
　子ども食堂が、人が集まるひとつの

きっかけだったかもしれないけれど、
これからはもっと形を変えて、ほんと
にみんながやりたかったことにシフト
チェンジして、いろんなコミュニティ
ができてもいいと思います。
　新たなつながりが今までと違う形に進
化していくのも、ありなんじゃないでしょ
うか。

（1月27日　うつのみや ゆきこ）

子どもの居場所づくりってなんだろう

NPO法人山科醍醐こどものひろば
理事長 村井 琢哉さん
京都市子どもの居場所づくりアドバイザー
事業を受託
（平成29年 8月～令和2年 3月）

令和２年３月発行

発　行　中京区基本計画推進会議
制　作　マチビト工房
協　力　谷口知弘　中村伸之　深川光耀　京都市中京区社会福祉協議会
問合せ　京都市中京区役所地域力推進室　総務・防災担当

（Tel. 075-812-2421　Fax. 075-812-0408）
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姜 賢貞さん・篠原 真理子さん

あかしや輪い和い雀クラブ

あかしや輪い和い雀クラブ
京都市中京区西ノ京新建町12-34
中京いきいき市民活動センター内
Tel. 075-802-1301
（事前登録制）

　京都府の委託事業として、平成25年度から
「きょうとこどもの城づくり事業（こどもの居
場所づくり事業）」、平成29年度からは同事業
の「地域支援拠点型」を行っています。当初
は夏休みだけでしたが、今年度は年間100日
（週2日）行っており、さらに「宿泊体験型」も
行っています。活動の基本は、生活支援、学
習支援、交流事業、親の相談の4本柱です。

1日の流れは？

　17時に学校や児童館にお迎えに行って、
センター隣の銭湯でみんな一緒に入浴。これ
が当クラブの特徴です。その後、学習、食事、
レクリエーション等を行います。
　学習時間は約40分、将来教師などを目指
している大谷大学の学生ボランティアの方々
が、創意工夫した手法でお手伝いいただいて
います。
　生活面では地元ボランティアの方に応援
していただいています。親御さんは19時
45分頃迎えに来られますが、来られない場

「あかしや（朱四舎）」の名の由来は？ 朱雀第四小学校に記念植樹された木で京都市教育委員会の学校名
木百選にも選ばれています。この地域のシンボルをNPO法人の名前に使わせていただくことによって、
地域のために多くの人たちの協力をいただきながら活動していきたいと考えています。

合は学生ボランティアが家まで送って行き
ます。

大切にしていることは？

 ある日の夕食でおかずにハンバーグを用意
したとき、レトルトハンバーグではない、手
作りの大きさに子どもたちはびっくり。偏食
など、日頃の家庭での食生活の様子も見えて
きます。そこで、家では食べられないものを
作ってみたり、野菜を育てるところから取り
組むなど、工夫しています。
　また、地域の方々と一緒に夏まつり、年末
の餅つき大会を行うほか、子どもたちの意見
を取り入れ様々なレクリエーションを行うな
ど、家庭的な雰囲気づくりをめざしています。
　親御さんとの懇談・相談では、「子どもと
話す機会が少なく話題もあまりなかったけど、
ここへ通うようになってからは子どもが楽し
そうに話してくれて親子の会話も増えた」と
いう感想をいただいたりします。

（1月17日　釣 明子）

ハイ・どうぞ 子ども食堂
NPO法人ふれあいほうむどうぞ　代表 小林 敬子さん

ハイ・どうぞ子ども食堂
京都市中京区西ノ京小倉町22-10
Tel. 075-821-7060

開催日：毎月第4土曜日11:00～13:30
参加費：子ども 100円、大人 300円

※どなたでも参加できます。

　「ハイ・どうぞ　子ども食堂」は『ふれあい
ほうむどうぞ』の中の活動の一環。
　最初は障害者支援の作業場としてスタート
し、配食やランチなどを提供していましたが、
2017年に最後の卒業生を送り出したのを機に
一旦区切りをつけました。そして、土曜日だ
けオープンする土曜クラブとして再開。第４土
曜日を子ども食堂にあて、活動を開始しました。

売り切れごめん
「めっちゃ、おいしい」の笑顔がみたい！！

　かわいいアップリケの看板があたたかくお
出迎え。店内に絵本やおもちゃがあってアッ
トホームな雰囲気が漂います。利用者はファ
ミリーや母子。ときにはパパと子どもで。そ
の間ママがちょっと家で息抜きしたりと、家
族のあり方に合わせて利用されているようで
す。100円玉を握って小学生がひとりで来る
ことも。そんな時は小林さんが子どもの話し
相手になります。
　この日のメニューはクリームシチュー。に
ぎやかに入ってきたのは近くのアフタース
クールの先生と子どもたち。その後、次から
次にお客さんが出たり入ったり。早いときは
12時半くらいで完売に。スタッフの賄いがな
くなってしまうこともあるそう。調理師を含

むスタッフ7人で、栄養面だけでなく旬を取
り入れた献立で毎月みんなの舌と心を楽しま
せてくれます。

新たにスタートされたのはなぜですか？

　ランチを楽しみに来てくれていた人たち、
ここで働いていたスタッフたちも含め、やめ
てしまったらみんなの居場所としてあったも
のがなくなってしまう。せっかく厨房もある
し調理ができるスタッフもいるし、「それなら
また作ったらええやん！」ということで、そ
れぞれの能力が発揮できる場、土曜クラブと
してリニューアルオープンさせました。

今後の目標やビジョンはありますか？

　食を中心に子どもたちに息抜きの場を提供
すること。最近は子どもたちも学校と家庭の
往復に加えて塾や習い事などに追われ、ふっ
と気が抜ける瞬間がないんじゃないかと。ス
タッフに元教師が多く、教えることは好きだ
し得意。それを生かして勉強を教えたり、宿
題をみたり、絵本を読んだり。親は勉強や成
績が気になるかもしれないけど、勉強以前に
子どもの精神的な面やストレスなど、心のケ
アができる場を作りたいとも思っています。

（1月21日　うつのみや ゆきこ）

韓国料理 内房こども食堂

韓国料理 内房こども食堂
京都市中京区三条新町西入ル釡座町37
三越釡座ビル1階
Tel. 075-223-1928

こども食堂（18:00～ 20:00）
参加費：幼児無料、小学生300円、

中学生以上500円、
70歳以上400円

開催予定日：第3日曜日

朝食堂（7:00～ 9:00）
参加費：幼児・小学生100円、

中学生以上300円
開催予定日：6月22日、9月28日
※どなたでも参加できます。

　毎月第3日曜の夜、『内房こども食堂』は、
友だち同士で来た子どもや親子連れ、地域の
人などで賑わう。こだわりメニューの、韓国
料理を楽しみに訪れる人も多く、店内は明る
い笑顔と笑い声で溢れます。

活動のきっかけと、恩返しのバトンが
繋がった子ども食堂
　店主の姜さんは3年前、子どもの発達障害
に悩むお母さんたちと出会いました。「食事
をしながらお喋りできる場があれば、きっと
笑顔になれる」と思い立ち、定休日にお店を
開け、同じ悩みを抱えるお母さんを迎えます。
そこには、「外国人の自分を快く受け入れて
くれたこの地に、いつか恩返しをしたい」と
いう強い願いがありました。
　活動を続けるなかで、参加者の一人であっ
た篠原さんが、「自分も何かでお返しを」と
手を挙げたことで、新しい流れが生まれます。
　互いに深く共感した二人の出会いがきっか
けになり、多くのボランティアスタッフの協
力の下、ついに子ども食堂が誕生。誰もが集
える「居場所」として１年前から運営されて
います。

内房さんが描く、理想の『居場所』は？

　まずは、気軽に楽しく集えることですね。
食事だけでなく、子どもたちが笑顔になれる
ような、お花の体験、アートや音楽セラピー
などの計画もしています。みんなの力で、み
んなが求める『居場所』を作っていくのが目
標なので、“こんなことやってみたい”という
想いがある大人も大歓迎。
　そして、ここに来ると、子どもたちがいろ
んな大人と出会え、繋がりを作れる、そんな
場にもしたい。悩んだり、迷ったりした時に
助けになれる。“あそこに行ってるんやった
ら安心”と、思ってもらえるのが理想ですね。
　今後はもっと、活動を知ってもらい、独り
寂しく過ごしているような子どもの耳に情報
を届けたいです。あったかい食事を用意して、
遊びに来てくれるのを待っています！

　内房さんでは、新たに「朝食堂」や、“工作
から学ぶ算数”などの「学習支援」もスタート。
子ども食堂を通した“地域みんなで助け合え
る活動”は、これからも続いていきます。

（1月12日　あいかわ あつこ）
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子どもの城「セカンドテーブル」

子どもの城「セカンドテーブル」
京都市中京区三条通油小路東入ル塩屋町36番地
リ・ブラン京都中京
Tel. 075-744-0815

開催日：月曜日・水曜日17:30～19:30
（事前登録制）

　会員制の「子ども食堂」として、子どもの
成長を継続的に見守り続けている子どもの城
「セカンドテーブル」。三条通りに面したガ
ラス張りのテラスから、ほっこりあたたかい
雰囲気の中に元気いっぱいの子どもたちの笑
顔が溢れています。
　「セカンドテーブル」は、留守番しがちな
子どもたちが楽しくごはんを食べたり、英語
などの勉強をしながら安心して過ごせる居場
所となっています。また、食事を通してマ
ナーを学んだり、スタッフが育てた無農薬野
菜を用いて野菜について学べるように働きか
けています。

始めたきっかけは？

　社会福祉法人白百合会は京都市内で約35
年継続している障害者福祉施設です。平成
23年に中京区に移転してきて、社会福祉事
業の中で培った支援技術を生かして、なにか
地域に恩返しをしたいという想いから、未来
を担う子どもたちの成長を手助けできる居場
所づくりを始めました。
　日ごろ忙しいお母さん、お父さんを応援し
たい。子どもにとっても、親にとっても安心

できる居場所になってほしいと考えています。
また、子育てを卒業した方々がボランティア
として知識と経験を十分に発揮できる場所と
なることで、多世代が交流し地域の活性化に
つながると考えています。

続けていく中での課題は？

　現在は、社会福祉法人白百合会の職員、職
員の知人、子育てを卒業された地域の方々、
大学生スタッフの協力により運営しています。
食事の準備や英語をはじめ勉強を教える学習
支援など、スタッフが様々な能力を発揮しな
がら助け合っています。そのため、継続して
いくにはやっぱりマンパワーの確保が課題と
なっています。

今後の展望は？

　子どもたちが夢と希望と誇りをもって成長
できる居場所として続けていきたいです。そ
のためには、いろんな世代の人が知恵と力を
持ち寄って、みんなが成長できる地域の拠点
となっていけたら良いなと思っています。

（1月20日　こいけ みか）
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NPO法人あかしやふれあいネットワーク　専務理事 宮崎 茂さん

社会福祉法人白百合会　施設長 楠 りつこさん

ア ン パ ン

カン ヒョンジョン1

4

2

3








